
2025（令和７）年度　学校推薦型選抜入学試験問題

基礎学力テスト
（時間 ６０分）

【１】　試験開始の合図があるまで、問題冊子を開いてはいけません。
【２】�　受験票及び机上の受験番号シールに印刷された受験番号及び氏名が間違っていれば、速や

かに監督者に知らせなさい。
【３】　この問題冊子は、本文が 31 ページあります。
【３】�　問題冊子の印刷が不鮮明であったり、ページが落丁・乱丁していたり、解答用紙に汚れ等

があったりする場合には、手を挙げて監督者に知らせなさい。
【４】　机上には受験票・筆記用具及び時計等監督者から指示された物以外は置いてはいけません。
【５】　監督者の指示があるまで退室はできません。
【６】�　解答用紙の解答科目欄の「基礎学力テスト」にマークしなさい。マークされていなかったり、

複数の科目にマークされていたりする場合は、採点できないことがあります。
【７】　解答用紙については、特に次の点に留意しなさい。
【３】①　マークには必ず黒鉛筆（HB）を使用しなさい。
【３】②　�解答は、解答用紙の解答欄にマークしなさい。例えば、 ウ と表示のある問いに対

して3と解答する場合は、次の（例）のように解答欄ウの3にマークしなさい。

（例） 解　　　　答　　　　欄

ウ 0　1　2　3　4　5　6　7　8　9

【３】③　折り曲げたり、汚したりしてはいけません。
【３】④�　解答用紙には、答案に関係のない語句・記号を書いたり、落書きをしたりしてはいけ

ません。（問題冊子には書き込んでもよい。）
【３】⑤　誤ってマークした場合は、消しゴムできれいに消して書き直しなさい。
【８】　試験終了後、問題冊子は持ち帰りなさい。

受 験 上 の 注 意 事 項
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第1問

A	　次の【ａ】～【ｅ】で、下線部のカタカナを漢字に改めたときに正しいものを、

それぞれ1～4の中から1つずつ選べ。解答欄は【ａ】は ア 、【ｂ】は

イ 、【ｃ】は ウ 、【ｄ】は エ 、【ｅ】は オ

【ａ】　会社のエンカクを調べる。

1　円核	 2　遠隔	 3　縁格	 4　沿革

【ｂ】　二千年前の都の姿を思い浮かべたがるのはカイコ趣味だよ。

1　解雇	 2　回顧	 3　懐古	 4　会故

【ｃ】　国会で新法案のサイケツが行われた。

1　裁決	 2　採血	 3　裁結	 4　採決

【ｄ】　一宿一飯のオンギを返したい。

1　恩義	 2　穏喜	 3　温宜	 4　御儀

【ｅ】　局面のケイセイを判断する。

1　型成	 2　傾性	 3　形勢	 4　警世
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B	　次の【ａ】・【ｂ】の各群の中で、対義語の組み合わせとして正しくないもの﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏を、
それぞれ1～4の中から1つずつ選べ。

解答欄は、【ａ】は カ 、【ｂ】は キ  

【ａ】

1　濃厚　―　淡泊

2　理性　―　知性

3　給水　―　排水

4　快楽　―　苦痛

【ｂ】

1　延長　―　短縮

2　単純　―　複雑

3　偉大　―　微小

4　困難　―　容易

C	　次の【ａ】～【ｃ】の□に正しい漢字を1つずつ入れて、それぞれの四字熟語
を完成させよ。漢字はそれぞれ1～4の中から選べ。

解答欄は、【ａ】は ク 、【ｂ】は ケ 、【ｃ】は コ

【ａ】　徹頭徹□

1　足　　　　2　腹　　　 　3　尾　　　　　4　手

【ｂ】　森羅万□

1　象　　　　2　年　　 　　3　化　　　　　4　林

【ｃ】　付和□同

1　雨　　　　2　雷　　　 　3　異　　　　　4　礼
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D	　次の【ａ】～【ｄ】の下線部の用法に最も近い用法の下線部を含むものを、そ

れぞれ1～4の中から１つずつ選べ。

解答欄は、【ａ】は サ 、【ｂ】は シ 、【ｃ】は ス 、【ｄ】は セ

【ａ】　この後はパフェでも食べに行きたい。

1　説明を読んでもいないのにわかった気分になっていた。

2　やっぱりこの店でも売ってなかったよ。

3　そろそろ雪でも降ってきそうだ。

4　どんなに遊んでも遊び足りない。

【ｂ】　この映画ではあの俳優が主人公を演じている。

1　まだ朝早い時間だが人通りが多い。

2　パリにはセーヌ川が流れている。

3　ライオンが我が物顔で歩いている。

4　雨が降りそうだった。が、降らなかった。

【ｃ】　次はあの会社とも契約を結びたい。

1　遅くとも８時には会社に帰れるだろう。

2　もちろん今からでも間に合いますとも。

3　同級生だけでなく恩師とも話ができた。

4　時とともに記憶は薄れていくものだ。

【ｄ】　プレゼントを包装紙できれいに包んだ。

1　喉が渇いたのでコップに水を注いだ。

2　友達が広島に引っ越してきたそうだ。

3　この公園の辺りは子どもたちでいつもにぎやかだ。

4　彼の発言は大きな影響を与えたようだ。
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E	　次の空欄に入る最も適切な故事成語を、それぞれ1～8の中から１つずつ

選べ。解答欄は、【a】は ソ 、【b】は タ

【a】　彼の（　　　）な記録は、人間の無限の可能性を示した。

【b】　有力選手を欠いた私たちのチームは、（　　　）の覚悟で決勝戦に臨んだ。

1　塞翁が馬　　　2　大器晩成　　　3　先
ま

ず隗
かい

より始めよ

4　背水の陣　　　5　国士無双　　　6　逆
げきりん

鱗に触れる

7　漁夫の利　　　8　破天荒　　

F	　次の意味を表すカタカナ語として最も適切なものを、それぞれ1～6の中か

ら１つずつ選べ。解答欄は、【a】は チ 、【b】は ツ

【a】�　外から人や物などが入って来ること。現在、日本では海外からの観光客が

急増し、経済効果につながっている。

【b】　商品やサービスを広告・宣伝するための活動や手法のこと。

1　イデオロギー　　　2　サステナブル　　　3　インバウンド

4　オマージュ　　　　5　プロモーション　　6　エビデンス
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G	　次の1～9の中で、誤字や誤用、表記等の誤りを含むものを３﹏つ﹏選べ。ただ
し、解答の順序は問わない。解答欄は、 テ ～ ナ

1　さきほどから声高に主張しているあの人の言い分は全く理解できない。

2　クリムトの「死と生」の絵は左右対称の構図で描かれているそうだ。

3　けがをした彼の出場辞退は、やむおえないことと理解してほしい。

4　さっきみたいに他人に責任転化してはいけないと思うよ。

5　注意事項を熟読のうえ、ご登録ください。

6　大きいおにぎりを３個ほおばって、やっと腹の虫が鳴かなくなった。

7　決勝戦で惜しくも敗れたが、その活躍は特筆に値する。

8　秋の日はつるべ落とし、昼間の時間が短いのが惜しまれる。

9　思い込みで善悪を判断するなと言うのは決して正しい。



―　　―6

第2問

A	　次の会話文を完成させるために、空欄 ア 〜 オ に入れる最も適切な

ものを、それぞれ1〜4の中から1つずつ選べ。解答欄は、問1は ア 、

問2は イ 、問3は ウ 、問4は エ 、問5は オ

問1　A:	 Hi, are you ready to order?

B:	 ア   I’m still deciding.

A:	 No problem, let me know when you’re ready.

1　Well, . . . not yet.

2　Yes, I’m ready.

3　Your order isn’t ready.

4　Sorry, did I order this?

問2　A:	 Hey mom, do you know how often the bus to the airport runs?

B:	� I’m not sure.  I think イ , but you’d better check, just in case 

I’m wrong.

A:	 Okay, I’ll look at the timetable online.  Thanks!

1　it runs from the city center to the airport

2　it’s a 20-minute run to the bus stop

3　you can buy tickets online in advance

4　there is one every twenty minutes
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問3　A:	 Could you repeat the answer one more time, please?

B:	 Sure.  The answer is ‘A.’

A:	 ウ  

B:	 ‘A’ as in ‘Apple.’

1　How sure?

2　Sorry, I couldn’t catch that.

3　Don’t get me wrong.

4　Are the answers here?

問4　A:	 Congratulations on your win!  How do you feel?

B:	 Thank you!  I’m really excited and happy.

A:	 エ

B:	 I’d say it was hard work and the support from my team.

1　What do you think was the key to your success?

2　Were there any challenges you faced today?

3　What would you like to say to your fans?

4　How important was this win for you and your team?

問5　A:	 How was your job interview?

B:	 オ   Now, I’m waiting for the result.

A:	 Good luck!  When will you know?

B:	 By the end of this month.

1　I really wanted that job.

2　It was too late.

3　I think it went well.

4　It was cancelled.
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B	　次の各和訳に対応する英文にするため、それぞれ1〜4の語句を適切な空所

に入れた際、 カ 〜 ク に入る選択肢の番号を選べ。

解答欄は、問1は カ 、問2は キ 、問3は ク

問1　私たちが結婚してから 50 年が過ぎた。

Fifty years have                        got         .

1　married	 2　since	 3　passed	 4　we

問2　医者は私の目に異状はないと言った。

The doctor said          was               with         . 

1　my eyes	 2　there	 3　wrong	 4　nothing

問3　来るのに都合が良いのはいつですか？

When               convenient          you          come?

1　is	 2　to	 3　for  	 4　it

カ

キ

ク
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C	　次の英文を読んで、後の問いに答えよ。

Standing across from me, on the other side of the 🄧ring, was the 

heavyweight boxing champion of the world.  All eyes were on the two of us, 

and many spectators were shouting words of encouragement*.  My parents 

and my brothers were watching from their seats in the arena, and I knew 

that many of my friends were also watching the event on pay-per-view*. 

I had trained long and hard for this fight, I was in the best shape of my 

life, and I was very determined to win.  This was my chance to become the 

world champion, and 🄨I would not let myself be defeated, no matter what. 

The bell rang to begin the fight, and the crowd cheered excitedly.  My 

opponent* and I began to circle each other, carefully managing to set our 

distance, and both of us looking for the right moment to attack.  When the 

opportunity came, I aimed* a hard, right-handed punch at the champion’s 

temple*.  Just as my fist* made contact with his head . . . I was awakened by 

the loud bang of my hand ケ  into the wall next to the bed!  I heard my 

wife, who had been コ  sleeping next to me, ask, “What was that?  Are 

you OK?”  And then I felt a terrible pain in my right hand.

I quickly realized what had happened, and I responded to my wife’s 

questions by saying, “It’s OK.  Go back to sleep.  It was just a dream.”

（注）* encouragement – 励まし

      * pay-per-view – �ペイパービュー（視聴者が個別の番組やイベントごとに料金を支払っ

て視聴する方式。主にスポーツイベントで使用される。）

      * opponent – 対戦相手	 * aim(ed) (A at B) – （AをBに）向ける

      * temple – こめかみ	 * fist – 拳（こぶし）
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問1�　空欄 ケ ・ コ に入る最も適切な語句を、それぞれ1〜4の中か

ら1つずつ選べ。解答欄は、 ケ ・ コ

ケ 1　crash		  2　crashes

	 3　crashing 	 4　crashed

コ 1　peace		  2　peacefulness

	 3　peaceful  	 4　peacefully

問2�　ringについて、下線部🄧の ringと同じ用法で使われているものを、次の

1〜4の中から1つ選べ。解答欄は、 サ

1　If you hear the phone ring, please answer it.

2　They performed inside a large ring.

3　The teacher marked each mistake with a red ring.

4　She’s wearing a diamond ring on her finger.

問3�　下線部🄨に最も意味が近いものはどれか、次の1〜4の中から1つ選べ。

解答欄は、 シ

1　どんなことがあっても私が勝つことはなかっただろう。

2　何も起こらなければ私は絶対に勝つ。

3　私は勝てなかった自分をどうしても許すことができない。

4　何があろうと私は絶対勝たなくてはいけない。
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問4�　英文の内容と一致しているものはどれか、次の1〜6の中から2﹏つ﹏選べ。
ただし、解答の順序は問わない。解答欄は、 ス ・ セ

1　夢の中で筆者はボクシングのヘビー級世界チャンピオンだった。

2　夢の中での試合は配信されず、会場での直接観戦のみ可能であった。

3　夢の中で選手2名はゴングが鳴った後、その場でくるくる回り始めた。

4　夢の中の選手2名は攻撃を仕掛ける絶好の距離を互いに探っていた。

5　夢の中で攻撃したのと同じ手で、筆者は壁を殴ってしまっていた。

6　夢が非常にリアルで、筆者は起きた後も夢と現実の区別がつかなかった。



―
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第 ３ 問　 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え よ 。

　 マ ル セ ル ・ プ ル ー ス ト は 紅 茶 に 浸 し た マ ド レ ー ヌ の 香 り 、 味 わ い を き っ か

け に 、 祖 父 母 の 家 で 過 ご し た 田 舎 町 の 記 憶 が 蘇
よ み が え
る シ ー ン を 、 小 説 『 失 わ れ た

時 を 求 め て 』 の 初 め に 描 い て い る 。 こ の 大 長 編 は な か な か 読 み 切 れ な い が 、

冒 頭 の 至 福 の 思 い 出 に 至 る 経 緯 は 誰 も が 経 験 す る こ と だ け に 、 人 々 の 間 に 刻

み 込 ま れ た 。

　 大
お お え
江 健
け ん ざ ぶ ろ う

三 郎 が 、 森 の 中 で 手 に し た 雪 か ら 小 説 を 発 想 す る と い う よ う な こ と

を 書 い て い た が 、 ま さ に そ れ は 、 知 覚 の 過 程 そ の も の が 芸 術 だ と す る 大 江 の

考 え に 合 っ て い る 。 手 に 触 れ た 雪 、 五 感 の 過 程 が 、 芸 術 の 長 い 時 間 を 生 み 出

す 。 お そ ら く 、 「 失 わ れ た 時 」 も 知 覚 を 通 し て 、 そ の 都 度 「 生 ま れ い ず る 時 」

に 変 わ る の だ ろ う 。

　 嗅 覚 、 味 覚 も さ る こ と な が ら 、 聴 覚 を 通 し て 思 い 出 が 蘇 る こ と も 多 い 。 い

や 、 音 楽 ほ ど 、 記 憶 の 底 に あ っ た 思 い を 引 き 出 す も の は な い だ ろ う 。 音 、 フ

レ ー ズ に よ っ て 、 あ の 人 、 あ の 場 面 が ま る で 今 の こ と の よ う に 浮 か び 上 が っ

て く る 。

　 と り わ け ピ ア ニ ス ト の マ ル タ ・ ア ル ゲ リ ッ チ は 、 あ の 独 特 の 一 音 を 聴 く だ

け で 、 私 の 中 で 、 過 去 と 現 在 、 未 来 が 自 在 に 行 き 来 す る 。 そ し て 、 聴 い た と

き の 私 自 身 の 状 況 ま で が 思 い 出 さ れ る 。

　 東 日 本 大 震 災 （ 二 〇 一 一 年 三 月 ） の 直 後 、 放 射 能 が 日 本 中 を 覆 う と 言 わ れ 、

来 日 を 予 定 さ れ た 演 奏 家 の 多 く が 取 り や め た 中 で 、 ア ル ゲ リ ッ チ は 「 自 分 は

少 し ピ ア ノ が 弾 け る だ け の 、 何 も で き な い 女 に 過 ぎ な い 、 と 思 っ た 」 と 同 年

五 月 の 「 別 府 ア ル ゲ リ ッ チ 音 楽 祭 」 に 来 日 し た 。 多 く の 日 本 人 演 奏 家 が 出 演

し た 「 マ ラ ソ ン ・ コ ン サ ー ト 」 の 冒 頭 に 、 大 分 県 に ゆ か り の あ る 滝
た き

廉
れ ん た ろ う

太 郎 が

被 災 地 の 仙 台 市 生 ま れ の 土
ど い
井 晩
ば ん

翠
す い

の 詩 に 作 曲 し た 《 荒 城 の 月 》 を 、 津 久 見 樫
か し

の 実
み

少 年 少 女 合 唱 団 が 歌 っ た 。 大 震 災 へ の 哀 悼 と 見 舞 い の 意 を 込 め た 少 年 少

女 の 透 徹 し た 声 が 流 れ た 瞬 間 、 舞 台 袖 で 聴 い て い た ア ル ゲ リ ッ チ は 、 涙 が 流

れ た と い う 。 静 ま り 返 っ た 会 場 で も 、 そ こ こ こ で 目 頭 を 押 さ え る 人 が い た 。

為 す 術
す べ

も 無 い 絶 望 感 に と ら わ れ て い た 私 は 、 な ぜ か 、 自 分 に 強 烈 な 罪 意 識 を



―
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感 じ た 。

　 続 い て ア ル ゲ リ ッ チ が 舞 台 に 登 場 し 、 合 唱 団 の 伴 奏 を す る 。 な ん と も 豪 華

な 情 景 ！　 曲 は ア ル ゲ リ ッ チ の 母 国 、 ア ル ゼ ン チ ン の 《 荷 馬 車 引 き の 歌 》 な

ど 。 《 荒 城 の 月 》 か ら 引 き 継 が れ た 哀 愁 は 、 や が て 民 族 的 な リ ズ ム の は じ け

る よ う な 楽 し さ に 変 わ っ て ゆ く 。 ア ル ゲ リ ッ チ の 喜 怒 哀 楽 が そ の ま ま 出 て 、

自 然 に 祈 り に 誘 わ れ た 。

　 そ の と き 、 何 人 か で ア ル ゲ リ ッ チ を 囲 ん だ 中 で 、 彼 女 は 東 日 本 大 震 災 の

チ ャ リ テ ィ ー ・ コ ン サ ー ト が ド イ ツ の 鉄 道 駅 で 行 わ れ る 計 画 が 進 ん で い る 、

と 話 し た 。 つ い で の よ う に 、 ふ と 「 私 は 鉄 道 が 好 き な の 。 フ ラ ン ス よ り ド イ

ツ の 列 車 や 駅 が い い 。 夜 遅 く 一 人 で 駅 の カ フ ェ に 行 く の が 好 き 」 と 、 も ら し

た 。 ド イ ツ 西 部 の ラ イ ン 河 近 く に 住 ん で い た こ と が あ る と 言 っ て い た か ら 、

ボ ン か ケ ル ン の 中 央 駅 だ ろ う か 。 私 の 中 で 、 旅 行 者 も 途 絶 え た 夜 中 、 プ ラ ッ

ト ホ ー ム の 端 近 い カ フ ェ で 、 長 い 髪 の 女 が 一 人 、 高 い 椅 子 に 腰 掛 け 、 コ ー

ヒ ー を 飲 ん で い る 姿 が 思 い 浮 か ん だ 。 カ ウ ン タ ー の 中 で は 、 年 老 い た マ ス

タ ー が も う 店 じ ま い の 準 備 を し て い る か も し れ な い 。 ハ ン ブ ル ク 行 き の 最 終

列 車 の 赤 い 尾 灯 が 、 ホ ー ム の 高 い 天 蓋 の 下 か ら ぬ け て 曲 が り 、 闇 に 消 え て ゆ

く 。 そ れ は 私 自 身 の 記 憶 が 呼 び 起 こ さ れ た の か 、 ア ル ゲ リ ッ チ の 音 が 体 の 中

に イ メ ー ジ を 広 げ た の か 判 然 と し な い 。

　 ア ル ゲ リ ッ チ の 音 に よ っ て 、 幸 福 も 苦 し み も 引 き 出 さ れ る 。 そ の 両 方 に 、

ど こ か 孤 独 な 匂 い が す る 。 そ れ も 、 表 面 的 な も の で は な く 、 定 め に ま つ わ る

よ う な 本 質 的 な 孤 独 。 そ の 孤 独 が ア ル ゲ リ ッ チ の 演 奏 の 核 に 潜 ん で い る の だ

ろ う 。

　 ア ル ゲ リ ッ チ は 八 十 歳 を 超 え た 。 テ ク ニ ッ ク 的 に は 何 の 衰 え も 無 い 。�

　 に も か か わ ら ず 、 私 は 、 最 近 の ア ル ゲ リ ッ チ の 演 奏 か ら 、 「 Ｘ 」 を

学 ん で い る 。

　 啓 示 を 与 え て く れ た の は 、 コ ロ ナ 前 に 行 わ れ た ア ル ゲ リ ッ チ と 小
お ざ わ
澤 征
せ い

爾
じ

指

揮 水
み と
戸 室 内 管 弦 楽 団 が 共 演 す る コ ン サ ー ト と 、 コ ロ ナ 後 に 行 わ れ た デ ィ エ

ゴ ・ マ テ ウ ス 指 揮 水 戸 室 内 管 弦 楽 団 の 共 演 で 、 い ず れ も 「 別 府 ア ル ゲ リ ッ チ

音 楽 祭 」 の 東 京 公 演 で あ る 。 前 者 は ベ ー ト ー ヴ ェ ン 《 ピ ア ノ 協 奏 曲 第 ２ 番 》 。
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ア ル ゲ リ ッ チ の ピ ア ノ は 何 の 構 え も な く 舞 い 降 り て き て 、 輝 か し さ と や わ ら

か さ と を 兼 ね 備 え た 音 が 自 由 に 駆 け 回 る 。 若 い と き か ら 天 衣 無 縫 で あ っ た ア

ル ゲ リ ッ チ は 、 奔 放 な 自 由 が い く つ も の 濾
ろ し
紙 を 通 っ て 徐 々 に 濁 り を 消 し 、 積

み 重 ね て き た 個 性 は 水 が 透 き と お っ た 環
わ

を 連 ね る よ う に 広 が っ て ゆ く 。 今 、

ア ル ゲ リ ッ チ に し か な い 音 、 歌 、 リ ズ ム 、 色 は 極 ま り 、 そ し て そ れ に 反 し

て 、 不 思 議 な こ と に 、 音 楽 に 及 ぼ す ア ル ゲ リ ッ チ の 個 性 を 意 識 し な く な る 。

そ の 姿 が 音 楽 の 中 か ら 消 え て ゆ く 。 音 の 存 在 だ け が 聞 こ え て く る 。

　 後 者 は 、 ラ ヴ ェ ル 《 ピ ア ノ 協 奏 曲 》 。 テ ク ニ ッ ク は 昔 そ の ま ま に 輝 か し く 、

第 ３ 楽 章 は 、 お そ ら く こ れ ま で の 彼 女 の 最 速 の 演 奏 だ っ た ろ う 。 ほ か の 演 奏

家 か ら は 決 し て 聴 く こ と の な い 血 潮 が う ず く よ う な 音 も 変 わ ら な い 。 ム チ の

音 の 開 始 の 合 図 と 同 時 に 入 る 第 １ 楽 章 冒 頭 の ピ ア ノ の 速 い パ ッ セ ー ジ （ 注 １ ）

が 、 ピ ア ニ ッ シ モ （ 注 ２ ） を 極 め る 。 そ の 中 か ら 生 き 生 き と し た リ ズ ム が 生

ま れ る 。 突 然 、 ピ ア ノ の 音 色 が 変 わ っ て 憂 い を 帯 び た 訴 え か け に な る 。 そ こ

の と こ ろ の 微 妙 な 揺 れ 動 き も 相 変 わ ら ず ア ル ゲ リ ッ チ そ の も の だ が 、 そ れ 以

降 も 含 め て 、 驚 く ほ ど 以 前 と 変 わ っ た と も 言 え る 。 そ れ は 、 ど こ に も 解 釈 が

見 え な い こ と だ ろ う 。 フ レ ー ズ の 絶 妙 な 伸 縮 が 、 こ れ ま で と 異 な っ て 「 解 釈 」

で は な く 、 な に か 音 の 生 物 の よ う に 自 然 に 息 づ い て い る 。 そ こ に ラ ヴ ェ ル の

思 惑 も ア ル ゲ リ ッ チ の 意 図 も 感 じ ら れ ず 、 そ れ で い て ラ ヴ ェ ル で あ り 、 ア ル

ゲ リ ッ チ 以 外 の 何 物 で も 無 い 。

　 ア ル ゲ リ ッ チ で い な が ら 、 音 楽 の 中 か ら そ の 姿 が 消 え て い る 。 そ れ は 天 才

の 行 き 着 い た と こ ろ な の だ ろ う が 、 凡 人 の 私 は 、 そ こ か ら 、 年 齢 と 共 に 自 分

を 出 さ な い よ う に す る 、 自 分 を 消 す こ と を 学 ぼ う と し て い る 。

（ 梅
う め づ
津 時
と き ひ
比 古
こ

「 ア ル ゲ リ ッ チ の 音 」 に よ る ）

注 １　 パ ッ セ ー ジ … 旋 律 音 の 間 を 速 や か に 動 く 部 分 。

注 ２　 ピ ア ニ ッ シ モ … 楽 譜 で 「 ご く 弱 く 」 と 指 示 す る 音 楽 記 号 。
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問 １�　 文 章 中 の 空 欄 Ｘ に 当 て は ま る 語 句 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次

の 1 ～ 5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 ア

1　 記 憶　 2　 本 の 読 み 方　 3　 テ ク ニ ッ ク　 4　 老 い 方　 5　 哀 愁

問 ２�　 本 文 の 内 容 と し て 誤 っ て い る も の

︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴
は ど れ か 、 次 の 1 ～ 5 の 中 か ら 一

つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 イ

1 �　 人 間 の 五 感 は 記 憶 と 深 く 結 び つ い て い る が 、 と り わ け 音 楽 は 記 憶 の

底 に あ る 思 い ま で 鮮 や か に 浮 か び 上 が ら せ る 。

2 �　 東 日 本 大 震 災 直 後 の 放 射 能 汚 染 の 風 評 に も か か わ ら ず 訪 日 し た ア ル

ゲ リ ッ チ の 孤 独 が 、 演 奏 会 を い っ そ う 深 い 絶 望 感 で 満 た し た 。

3 �　 鉄 道 が 好 き だ と い っ た ア ル ゲ リ ッ チ の 言 葉 は 、 筆 者 の 中 に 具 体 的 な

イ メ ー ジ を 結 ば せ 、 演 奏 の 核 に 彼 女 の 孤 独 が 潜 ん で い る と 思 わ れ た 。

4 �　 若 い 頃 か ら 天 衣 無 縫 だ っ た ア ル ゲ リ ッ チ の 個 性 は 年 齢 と と も に 広

が っ て 音 楽 の 中 に 溶 け 込 み 、 音 の 存 在 だ け が 届 く よ う に な っ た 。

5 �　 年 を 重 ね る に つ れ て 個 性 を 音 に 昇 華 さ せ た 天 才 に 学 ん で 、 筆 者 は 老

い る と と も に 我 執 を 消 し た い と 思 っ て い る 。
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第 ４ 問　 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え よ 。

　 ヨ ー ロ ッ パ 音 楽 の 形 式 上 の 種 類 は 非 常 に 多 く 、 古 代 舞 曲 、 民 族 舞 曲 、 独 立

し て そ れ ぞ れ 異 な っ た 名 称 が あ た え ら れ て い る 楽 曲 、 い く つ か の 音 楽 形 式 の

組 み 合 わ せ に よ る 組 曲 や 、 協 奏 曲 や 、 交 響 曲 な ど の 場 合 や 、 声 楽 的 形 式 、 オ

ペ ラ な ど の 舞 台 形 式 な ど 、 音 楽 形 式 学 の 扱 う 範 囲 は き わ め て 広 い 。

　 し か し 、 伝 統 的 な ヨ ー ロ ッ パ 音 楽 は 、 Ａ → Ｂ → Ａ （ 注 １ ） に 典 型 的 に 現 わ

れ て い る よ う に 、 反 復 と 対 照 に よ っ て 統 一 を は か ろ う と す る 形 式 感 に も と づ

い て い る 。 い わ ば 、 壁 面 に 正 三 角 形 を 画
え が

い て 配 置 さ れ た 豆 電 球 が 、 均 等 な 時

間 差 を も っ て 点 滅 す る よ う な 、 均 衡 、 安 定 、 端 正 さ と い う も の が 基 礎 と な っ

て い る 。

　 と こ ろ が 現 代 の 音 楽 （ 注 ２ ） に は 、 か つ て Ｘ と さ れ た こ の よ う な 均 衡

の と れ た 安 定 感 は 、 も は や 有 効 な も の で は な く な っ て し ま っ た 。 古 典 音 楽 を

見 る の と 同 じ 眼
め

で 現 代 音 楽 を 見 る な ら ば 、 そ こ に あ る も の は む し ろ 、 ア ン バ

ラ ン ス で 不 安 定 な も の 、 と し か 映 じ な い で あ ろ う 。

　 京 都 の 古 い 庭 を 歩 く 。 ま が り く ね っ た 道 の 一 つ の 角 を ま が り き る と 、 あ る

い は 、 ふ と 一 本 の 木 を 通 り す ぎ る と 、 そ の 瞬 間 に 、 ま る で 今 ま で と は 違 う 景

観 が 眼 に と び こ ん で き て 、 驚 か さ れ る こ と が あ る 。 風 が 吹 く ― ― ま た 新 し く

見 え る 。 歩 く ほ ど に 、 一 つ の 庭 が い ろ い ろ な 異 な っ た 庭 に 見 え て く る 。

　 一 方 、 ヨ ー ロ ッ パ の 名 園 と い わ れ る も の は 、 み ん な 高 い と こ ろ か ら 見 お ろ

す よ う に で き て い る 。 一 目 で 見 お ろ せ る そ の 空 間 は 、 た し か に 均 整 が と れ て

い て 美 し い か も し れ な い が 、 そ れ と は ま っ た く 無 関 係 な 遠 い と こ ろ で 時 間 が

流 れ て い く 。 と こ ろ が 京 都 の 庭 で は 、 す ぐ 隣 り あ わ せ だ っ た ― ― 。

　 現 代 の 音 楽 に つ い て 語 る と き 、 古 い 日 本 の 庭 を ひ き あ い に 出 す の は 奇 妙 な

こ と か も し れ な い 。 し か し 、 現 代 の 音 楽 形 式 に つ い て 理 解 を も と う と す る と

き 、
Ａ
こ の 比 喩 に つ い て 考 え て み る こ と は 、 必 ず し も 的 は ず れ で は な い と 思

う 。 現 代 に あ っ て は 、 音 楽 が そ こ に あ る 、 そ の 一 瞬 一 瞬 の う ち に こ そ す べ て

が か け ら れ て い る の で あ っ て 、 ち ょ う ど 古 い 京 都 の 庭 を 、 高 い と こ ろ か ら 見

お ろ し て 観 賞 す る こ と が ま っ た く 意 味 が な い よ う に 、 古 典 的 な 形 式 感 を も っ
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て 現 代 音 楽 に 接 す る の は 、 あ ら ゆ る 誤 解 を 生 み 出 す も と に な ろ う 。

　 職 業 化 さ れ 、 商 業 化 さ れ た 現 在 の 演 奏 家 の 手 に よ る 古 典 音 楽 に は 、 あ た か

も 、 商 店 の 店 先 に 並 べ ら れ て い る 商 品 を ひ や か す よ う な 、 距 離 を お い た 客 観

的 な 態 度 で 接 す る こ と も 、 あ る 程 度 聞 き 流 す こ と も 許 さ れ よ う が 、 も し 、 真

に 現 代 音 楽 へ の 理 解 を 深 め よ う と 思 う の な ら 、 そ の よ う な 客 観 的 な 態 度 は 期

待 を 裏 切 る ば か り で あ ろ う 。 み ず か ら 創 造 的 な 感 性 を も っ て 、 音 楽 の な か へ

立 ち 入 っ て い か な い か ぎ り 、 現 代 音 楽 は 生 き た 存 在 と な っ て 呼 吸 を と も に す

る こ と は な く 、 そ こ に 音 楽 の 営 み は 生 ま れ な い 。

　 遠 い 過 去 の 社 会 で は 、 作 曲 者 は 同 時 に 演 奏 者 で あ り 、 聴 衆 が い た と し て も 、

そ れ は い つ で も 立 場 を 逆 転 し う る 一 体 の も の で あ っ た 。 音 楽 は つ ね に 、 作 り

手 、 弾 き 手 、 聞 き 手 の 区 別 な く 存 在 し て い た 。 こ の 三 者 の 関 係 は 時 代 と と も

に Ｙ し 、 現 代 で は 録 音 技 術 の 進 歩 の お か げ で 、 つ い に 聞 き 手 は い つ い

か な る と こ ろ で も 、 一 台 の オ ー デ ィ オ セ ッ ト さ え あ れ ば 、 自 由 に 作 曲 者 や 演

奏 者 を 選 択 し 、 わ が 家 の 居 間 で も 思 い の ま ま に オ ー ケ ス ト ラ を 聞 け る よ う に

な っ た 。 そ れ に 加 え て マ ス ・ メ デ ィ ア の 発 達 の お か げ で 、 あ る 場 合 に は ベ ー

ト ー ヴ ェ ン の 響 く か た わ ら で 、 強 盗 事 件 を 報 ず る 新 聞 の 社 会 面 を 読 み 、 セ レ

ナ ー ド （ 注 ３ ） を 耳 に し な が ら 夫
ふ う

婦
ふ

喧
げ ん

嘩
か

を す る よ う な 光 景 は 、 必 ず し も 笑 う

べ き こ と と は い え な く な っ た 。 聞 き 手 と は 何 の 関 係 も な く 、 ス ピ ー カ ー は 音

楽 を 提 供 す る の で あ る 。 音 楽 は 一 見 人 間 の 生 活 を 彩 っ て い る か に 見 え る 。

　 し か し 、 も は や
Ｂ
こ こ に は 音 楽 の 営 み は な い 。 音 楽 は た だ 聞 き 流 さ れ て

い る に す ぎ ず 、 私 た ち と そ の 音 楽 と は 、 何 の か か わ り も 生 ま れ て は こ な い 。

ち ょ う ど 、 こ の 世 に 何 十 万 種 類 の 植 物 や 動 物 た ち が 生 き て い よ う と も 、 「 植

物 」 と い う 名 の 植 物 、 「 動 物 」 と い う 名 の 動 物 、 「 生 物 」 と い う 名 の 生 き も の

は 実 在 し え な い の と 同 じ よ う に 、 「 音 楽 」 と い う 名 の 音 楽 、 い わ ば 〈 音 楽 そ

の も の 〉 は つ ね に 私 た ち 自 身 の 内 部 に し か 存 在 し な い 。 そ れ は 遠 い 昔 に お い

て も 、 オ ー デ ィ オ が 発 達 し た 今 日 に お い て も 、 ま た 将 来 に お い て も 変 わ る と

こ ろ は な い 。 私 た ち の 内 部 に あ る 音 楽 と は 、 い わ ば
Ｃ
ネ ガ テ ィ ヴ の 音 楽 世 界

で あ り 、 作 曲 す る 、 演 奏 す る と い う 行 為 は 、 そ れ を ポ ジ テ ィ ヴ な 世 界 に お き

か え る 作 業 に ほ か な ら な い 。 音 楽 を 聞 こ う と す る 態 度 も ま た 、 新 た な ネ ガ
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テ ィ ヴ の 音 楽 世 界 の 喚 起 を 期 待 す る こ と で あ り 、 作 り 手 → 弾 き 手 → 聞 き 手 →

作 り 手 と い う 循 環 の な か に こ そ 音 楽 の 営 み が あ る と い う こ と は 、 遠 い 昔 も い

ま も 変 わ り が な い 。 積 極 的 に 聞 く と い う 行 為 、 そ し て 聞 か な い と い う 行 為

は 、 つ ね に 創 造 の 世 界 へ つ な が っ て い る 。

　 こ の
Ｄ
創 造 的 な 営 み こ そ 、 あ ら ゆ る 意 味 で 音 楽 の 基 礎 で あ る 。

（ 芥
あ く た

川
が わ

也
や

寸
す

志
し

『 音 楽 の 基 礎 』 に よ る ）

注 １　 Ａ →� Ｂ → Ａ … 音 楽 の 形 式 の 一 つ 。 Ａ と Ｂ は そ れ ぞ れ 別 の 旋 律 を 表 し 、 Ａ か ら 始 ま っ

て Ｂ に 移 り 、 そ の 後 Ａ が 反 復 さ れ る も の 。

注 ２　 現 代� の 音 楽 … こ こ で は ジ ャ ン ル と し て の 現 代 音 楽 の こ と 。 伝 統 的 な 西 洋 音 楽 の き

ま り か ら の 逸 脱 に 特 徴 が あ る 。

注 ３　 セ レ� ナ ー ド … 元 々 夕 べ に 恋 人 宅 の 窓 の 下 で 恋 人 に 対 し て 愛 を 込 め て 演 奏 す る 楽 曲 。

問 １�　 空 欄 Ｘ ・ Ｙ に 入 る 語 句 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の

1 ～ 4 の 中 か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 空 欄 Ｘ は ア 、

空 欄 Ｙ は イ

Ｘ　 1　 二 律 背 反　 2　 空 理 空 論　 3　 大 言 壮 語　 4　 金 科 玉 条

Ｙ　 1　 錯 誤　　　 2　 分 化　　　 3　 一 致　　　 4　 蓄 積
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問 ２�　 傍 線 部 Ａ 「 こ の 比 喩 に つ い て 考 え て み る こ と は 、 必 ず し も 的 は ず れ で

は な い 」 と あ る が 、 な ぜ 「 的 は ず れ で は な い 」 と 言 え る の か 。 そ の 説 明

と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の 1 ～ 5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。

解 答 欄 は 、 ウ

1 �　 現 代 の 音 楽 は 、 形 式 的 な 均 衡 を も た ず 東 洋 的 で あ る 点 で 古 い 日 本 の

庭 園 と 共 通 し 、 ヨ ー ロ ッ パ の 名 園 が 均 整 さ を も ち 非 東 洋 的 で あ る の と

は 異 な る か ら 。

2 �　 現 代 の 音 楽 は 、 正 面 か ら 向 き 合 っ た と き に 格 調 高 く 思 え る よ う に

作 っ て い る 点 で 古 い 日 本 の 庭 園 と 共 通 し 、 ヨ ー ロ ッ パ の 名 園 が 一 目 で

見 下 ろ せ る 全 体 像 を 美 し く 作 っ て い る の と は 異 な る か ら 。

3 �　 現 代 の 音 楽 は 、 そ の 中 で 出 会 う 一 瞬 一 瞬 を 大 事 に 作 っ て い る 点 で 古

い 日 本 の 庭 園 と 共 通 し 、 ヨ ー ロ ッ パ の 名 園 が 均 整 的 な 美 し さ を 高 所 か

ら 一 望 す る よ う に 作 っ て い る の と は 異 な る か ら 。

4 �　 現 代 の 音 楽 は 、 前 近 代 的 で 変 化 に 富 ん だ 形 式 に 回 帰 し て い る 点 で 古

い 日 本 の 庭 園 と 共 通 し 、 ヨ ー ロ ッ パ の 名 園 が 近 代 的 で 画 一 的 な 側 面 を

も つ の と は 異 な る か ら 。

5 �　 現 代 の 音 楽 は 、 形 式 の 種 類 が 少 な く 単 純 な も の が 多 い 点 で 古 い 日 本

の 庭 園 と 共 通 し 、 ヨ ー ロ ッ パ の 名 園 が 多 様 な 形 式 を も ち 種 類 が 豊 富 で

あ る の と は 異 な る か ら 。
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問 ３�　 傍 線 部 Ｂ 「 こ こ に は 音 楽 の 営 み は な い 」 と あ る が 、 こ の よ う に 言 う の

は な ぜ か 。 最 も 適 切 な も の を 、 次 の 1 ～ 5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。

解 答 欄 は 、 エ

1 �　 音 楽 の 演 奏 を 楽 し も う と す る な ら 演 奏 会 場 に 行 く の が よ い の に 、 聞

き 手 は ス ピ ー カ ー で の 鑑 賞 で 済 ま せ て い る か ら 。

2 �　 マ ス ・ メ デ ィ ア の 発 達 で 音 楽 を 聞 く 機 会 が 増 え た た め 、 演 奏 者 は 一

回 一 回 の 演 奏 に 力 を 入 れ な く な っ た か ら 。

3 �　 ベ ー ト ー ヴ ェ ン の 楽 曲 な ど の 古 典 音 楽 は 古 さ を 感 じ さ せ る た め 、 聞

き 手 は 深 く 共 感 せ ず に 聞 く か ら 。

4 �　 ス ピ ー カ ー か ら 流 れ る 音 楽 は 聞 き 流 さ れ て い る だ け で 、 聞 き 手 は 音

楽 と 関 わ ろ う と し て い な い か ら 。

5 �　 録 音 技 術 の 向 上 に よ っ て 規 格 化 さ れ た 音 楽 が 大 量 生 産 さ れ る よ う に

な り 、 演 奏 者 は 商 品 を 作 っ て い る に す ぎ な く な っ た か ら 。

問 ４�　 傍 線 部 Ｃ 「 ネ ガ テ ィ ヴ の 音 楽 世 界 」 に つ い て 述 べ た も の と し て 最 も 適

切 な も の を 、 次 の 1 ～ 5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 オ

1 �　 暗 い 曲 調 の 音 楽 を 聞 い た と き に 自 然 に 体 験 す る 、 音 楽 に 触 発 さ れ た

否 定 的 で 悲 観 的 な 気 分 の こ と 。

2 �　 外 か ら 音 楽 を 与 え ら れ た と き に の み 共 鳴 し て 得 ら れ る 、 心 の 中 で 引

き 起 こ さ れ る 情 動 の こ と 。

3 �　 演 奏 し た り 作 曲 し た り す る こ と で 表 現 さ れ た も の の 、 こ の 世 で は 有

名 に な っ て い な い 楽 曲 の ジ ャ ン ル の こ と 。

4 �　 そ の 人 自 身 の 内 部 に 存 在 し 、 ま だ 顕 在 化 し て い な い 音 楽 を 内 包 す る

土 壌 の よ う な も の の こ と 。

5 �　 あ え て 人 に 聞 か せ る こ と を せ ず 自 分 自 身 に 対 し て 演 奏 す る と き に 見

ら れ る 、 独 白 的 な 形 態 の 表 現 行 為 の こ と 。
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問 ５�　 傍 線 部 Ｄ 「 創 造 的 な 営 み 」 と は ど う い う こ と か 。 最 も 適 切 な も の を 、

次 の 1 ～ 5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 カ

1 �　 生 活 の あ ら ゆ る 場 面 で 絶 え ず 音 楽 を 流 し 、 常 に 音 楽 と ふ れ あ う 環 境

を 作 り 出 そ う と す る こ と 。

2 �　 作 曲 や 演 奏 と い う 表 現 行 為 に 重 点 を 置 き 、 新 し い 作 品 を 生 み 出 そ う

と 努 力 し 続 け よ う と す る こ と 。

3 �　 時 代 の 流 行 や 自 分 の 現 在 の 状 況 に 合 っ た 曲 を 選 ん で 積 極 的 に 聞 き 、

そ う で な い 曲 を 聞 か な い よ う に す る こ と 。

4 �　 遠 い 昔 の 音 楽 を 熱 心 に 聞 く こ と で 、 今 も 昔 も 変 わ る こ と の な い 音 楽

の 本 質 を 体 得 し よ う と す る こ と 。

5 �　 主 体 的 に 作 り 手 → 弾 き 手 → 聞 き 手 → 作 り 手 の 循 環 に 身 を 置 き 、 自 分

で 音 楽 世 界 を 豊 か な も の に し よ う と す る こ と 。

問 ６�　 本 文 の 特 徴 に つ い て 説 明 し た も の と し て 適 切 で な い も の

︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴
は ど れ か 、 次

の 1 ～ 5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 キ

1　 比 喩 を 用 い て 抽 象 的 な 概 念 を 説 明 し て い る 。

2　 取 り 上 げ る 話 題 を 少 し ず つ ず ら し な が ら 論 を 進 め て い る 。

3　 敬 体 を 用 い て 読 者 に 語 り か け る よ う に 述 べ て い る 。

4　 対 照 的 な 例 を 挙 げ て 説 明 し て い る 。

5　 複 数 の 時 間 ・ 空 間 を 織 り 交 ぜ な が ら 説 明 し て い る 。
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第 ５ 問　 次 の 小 説 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え よ 。

　 高 校 二 年 の 森
も り か わ
川 航
こ う

大
だ い

は 、 校 内 の 鉢 植 え が 一 つ ま た 一 つ と 消 え て い る こ と に 気 づ く 。

植 物 に 詳 し い 大 学 生 か ら 、 誰 か が 花 の 保 護 の た め に 移 動 さ せ て い る の だ ろ う 、 早 朝 に

行 け ば そ の 人 物 が わ か る は ず 、 と 教 え ら れ た 。 そ こ で 翌 朝 早 く 登 校 し た 航 大 は 、 鉢 植

え を 移 動 さ せ て い る 仲 良 し の 柴
し ば た り ん

田 凜 を 見 つ け る 。 水 を や る 凜 に つ い て 回 っ た 先 に は 、

ガ ザ ニ ア が 黄 色 い 花 弁 を 元 気 に 広 げ て い た 。

　 凜 が 蛇 口 を 閉 め る 。 水 道 の 音 が 止
や

む と 、 静 寂 が 際 立 っ た 。

「 う ま く い っ て な い の 」

　 凜 が （　 Ⅰ　 ） 呟
つ ぶ や
く 。

「 何 が ？ 」 と 航 大 が 短 く 先 を 促 す 。

「 今 度 の 劇 の 稽 古 。 順 調 な ん て 言 っ て た け ど 、 本 当 は 全 然 な ん だ 。 噓
う そ

つ い て

ご め ん ね 」

「 そ う な の か ？　 壮
そ う

太
た

も 順 調 と 言 っ て い た け ど 」

　 航 大 の 言 葉 を 聞 き 、 凜 が 口 元 を 歪
ゆ が

め る 。

「 そ れ が 問 題 な の 」

　 ど う い う こ と か 、 と 航 大 は 首 を 傾
か し

げ る 。

　 こ れ ま で 我 慢 し て い た 分 を 吐 き 出 す よ う に 、 凜 は 大 き く 溜
た

め 息 を 吐 い た 。

「 正 直 、 劇 の 完 成 度 は 低 い 。 で も 、 他 の 部 員 の 皆 は い ま の 出 来 で も う 満 足 し

ち ゃ っ て る 。 そ れ が 私 の 悩 み 」

「 あ あ 」 と 航 大 は 声 を 洩
も

ら す 。 よ う や く 、 彼 女 の 悩 み が 理 解 で き た 。

　 熱 量 の 差 。 運 動 部 で も し ば し ば 起 こ る 問 題 だ 。 演 劇 だ っ て 、 チ ー ム ス ポ ー

ツ に 似 た 性 質 を 持 っ て い る の だ ろ う 。 個 々 人 の 理 想 や 目 標 に ギ ャ ッ プ が あ れ

ば 、 自 然 と 歪
ひ ず

み が 生 ま れ て し ま う 。

「 そ の こ と 、 部 員 同 士 で 話 し 合 っ た り と か は ？ 」

「 し て な い 。 と い う か 、 で き な い 。 い ま 、 部 内 の 雰 囲 気 は す ご く 良 い か ら 、

そ れ を 壊 す の が 恐
こ わ

い 」

　 諦 観 （ 注 １ ） の 滲
に じ

ん だ 口 調 で 、 凜 が 答 え る 。 部 員 た ち の 目 線 の 低 さ を 嘆 い

て い る わ け で は な く 、 う ま く 皆 を 引 っ 張 っ て い け な い 自 分 の 不
ふ が い
甲 斐 な さ を 恥
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じ て い る か の よ う だ っ た 。

　 航 大 は 、 じ っ と 凜 の 横 顔 を 見 詰 め る 。 苦 し そ う と い う よ り 、 迷 子 み た い に

心 細 そ う な 顔 を し て い る 。 こ の ま ま 文 化 祭 当 日 を 迎 え れ ば 、 演 劇 部 の 部 員 た

ち は 満 足 す る だ ろ う 。 し か し 、 そ れ は 凜 の 目 指 す ゴ ー ル と は 程 遠 い 。 彼 女 の

心 が 満 た さ れ る こ と は な い 。 理 想 と 現 実 と の ギ ャ ッ プ に 加 え 、 部 長 と し て の

責 任 感 が 彼 女 を 蝕
む し ば
ん で い る 。 舞 台 の 成 功 の 線 引 き を ど こ に す べ き か 、 決 め か

ね て い る の だ 。

　 凜 が も う 一 度 溜 め 息 を 吐 い て 、 続 け る 。

「 人 か ら 嫌 わ れ る こ と が 恐 い か ら 、 仲 間 外 れ に さ れ な い よ う に 周 り に 合 わ せ

て 笑 っ て 、 空 気 を 読 ま な い 言 葉 を 口 に し な い よ う に 、 い つ も 神 経 を 張 り 巡 ら

せ て い る 。 そ の 結 果 、 部 長 な の に 部 員 に 演 技 の 要 求 ひ と つ で き な い 。 他 人 の

目 ば か り 気 に し て 、 ひ と り で 勝 手 に 思 い 悩 ん で い る 。 滑 稽 だ よ ね 。 私 は そ ん

な
Ａ
薄 っ ぺ ら な 人 間 な ん だ よ 」

　 凜 の 言 葉 は 、 何 度 も 読 み 上 げ ら れ た セ リ フ の よ う に 淀
よ ど

み な か っ た 。 声 に 出

さ ず と も 、 ず っ と 抱 え 続 け て き た 想
お も

い だ っ た の だ ろ う 。 胸 の 奥 底 に 溜 め 込 ん

で い た 自 ら へ の 不 満 が 、 堰
せ き

を 切 っ た よ う に 溢
あ ふ

れ 出 し て い る 。

　 困 り 果 て る 友 人 の 横 顔 を 眺 め て い る と 、 腹 の 底 か ら 強 い 感 情 が 湧 き 上 が っ

て き た 。 彼 女 の 助 け に な り た い 、 問 題 解 決 の た め の 力 に な り た い と い う 気 持

ち が 全 身 を 巡 り 、 体 が 熱 を 持 ち 始 め る 。 自 分 の 中 に あ る 目 に 見 え な い 何 か が 、

ア ク セ ル が 踏 み 込 ま れ る の を 待 つ 車 の よ う に 振 動 し て い る 。

　 突 然 の 衝 動 に 航 大 は 驚 く が 、 戸 惑 い は な か っ た 。 懐 か し い 。 自 分 は こ の 感

覚 を 知 っ て い る 。 サ ッ カ ー 部 を 辞 め る 前 、 悩 む こ と が 嫌 い だ っ た 自 分 は 、 い

つ だ っ て 思 い の ま ま に 行 動 し て い た 。 （ 注 ２ ）

「 薄 っ ぺ ら じ ゃ な い だ ろ 」

　 余 計 な 一 言 は さ ら に 彼 女 を 傷 付 け る こ と に な る か も し れ な い と 知 り な が

ら 、 航 大 は 反 論 し た 。 指 摘 せ ず に は い ら れ な か っ た 。

　 凜 が 航 大 に 視 線 を 向 け る 。 彼 女 は 痛 み に 耐 え る よ う に 眉 根 を 寄 せ て い た 。

濃 い 黒 色 の 双
そ う ぼ う
眸 （ 注 ３ ） が 、 慰 め の 言 葉 な ど い ら な い と 拒 絶 し て い る 。

　 自 分 が 刃 物 を 手 に し て い る よ う な 気 分 に な り 、 航 大 は 息 を 呑
の

む 。 こ れ か ら
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口 に し よ う と し て い る 言 葉 は 、 果 た し て 本 当 に 彼 女 の た め に な る の だ ろ う か

と 不 安 に な る 。
Ｂ
口 を 閉 ざ し 、 沈 黙 に 身 を 委 ね た く な っ た 。

　 腰 に 手 を 置 き 、 大 き く 息 を 吐 く 。 サ ッ カ ー を し て い た こ ろ 、 Ｐ Ｋ を 蹴 る 前

に 必 ず や っ て い た ル ー テ ィ ン だ 。 肺 の 中 の 空 気 と 一 緒 に 、 不 安 と 弱 気 を 体 外

へ と 追 い や る 。 緊 張 が ほ ぐ れ 、 心 が 落 ち 着 い た 。

　 一 度 口 か ら 出 た 言 葉 を な か っ た こ と に は で き な い 。 勢 い に 任 せ て 、 航 大 は

続 け る 。

「 誰 に 頼 ま れ た わ け で も な い の に 早 起 き し て 学 校 の 花 を 世 話 し て い る よ う な

人 間 が 、 薄 っ ぺ ら な わ け が な い 」

「 そ ん な の 、 た い し た こ と じ ゃ な い よ 」

　 謙
け ん そ ん
遜 で は な く 、 本 心 か ら そ う 思 っ て い る の だ ろ う 。 凜 の 声 に は 、 突 き 放 す

よ う な 刺
と げ と げ々

し さ が あ っ た 。

　 怯
ひ る

ま ず に 、 航 大 は 言 葉 を 重 ね る 。

「 俺 が 同 じ こ と を し て い た ら ？ 」

「 え ？ 」

「 俺 や 他 の 誰 か が 凜 と 同 じ こ と を し て い て も 、 た い し た こ と じ ゃ な い と 思

う ？　 そ れ く ら い 普 通 の こ と だ 、 っ て 」

「
Ｃ
そ れ は … … 」

　 凜 は 言 葉 に 詰 ま り 、 困 っ た よ う に 眉 を ひ そ め た 。 沈 黙 が 、 彼 女 の 答 え を 雄

弁 に 語 っ て い る 。 他 人 に 優 し く 、 自 分 に 厳 し い 。 そ れ は 立 派 な 心 持 ち だ が 、

そ れ 故 に 自 ら の 美 点 を 素 直 に 受 け 入 れ ら れ な い こ と は 、 彼 女 の 明 確 な 欠 点 だ 。

屋 根 よ り 高 い ハ ー ド ル を 見 上 げ て 嘆 息 す る な ん て 、 そ れ こ そ 滑 稽 だ 。

　 プ ラ ン タ ー に 植 え ら れ た 花 の 姿 が 頭 に 浮 か ん だ 。 一 見 す る と 美 し い そ の 花

も 、 よ く 観 察 し て み れ ば 、 咲 き 終 わ り 、 枯 れ た 花 を い く つ も そ の 身 に 付 け た

ま ま に し て い る 。 重 苦 し く 、 辛
つ ら

そ う だ 。

　 い ま の 自 分 に 、 彼 女 の 悩 み を 解 決 す る 力 は な い 。 し か し 、 彼 女 が 抱 え て い

る 不 要 な も の を 取 り 除 く こ と く ら い な ら 、 自 分 に も で き る の で は な い か 、 と

航 大 は 思 う 。 花 が ら を 摘 む よ う に 、 不 当 に 彼 女 の 心 を 重 く し て い る も の た ち

を 、 ひ と つ ひ と つ 取 り 払 う 。 そ れ も 、 彼 女 の 力 に な る と い う こ と で は な い だ
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ろ う か 。

「 誰 だ っ て 人 か ら 嫌 わ れ る こ と は 恐 い よ 。 俺 も そ う だ 。 い ま だ っ て 、 自 分 の

行 動 は 凜 に と っ て 迷 惑 な ん じ ゃ な い か っ て 不 安 に な っ て る 」

「 そ ん な 。 迷 惑 な ん か じ ゃ な い よ 」

　 両 手 を 大 き く 左 右 に 振 り 、 慌 て た 様 子 で 凜 が 否 定 す る 。 そ の 大
お お げ さ

袈 裟 な 仕 草

が 余 り に い つ も 通 り で 、 航 大 は 少 し 緊 張 が ほ ぐ れ た 。

　 普 段 の 明 朗 快 活 な 姿 を 、 凜 は 本 当 の 自 分 で は な い と 言 っ た 。 で も 、 咄
と っ さ
嗟 に

顔 を 出 し た 彼 女 の 一 面 は 、 航 大 の よ く 知 る 彼 女 だ っ た 。 や は り そ の 顔 も 、 彼

女 を 形 づ く る 一 部 な の だ 。 た と え 演 じ て い た も の で あ っ て も 、 偽 り で は な い 。

そ の こ と に （　 Ⅱ　 ） し た 。

　 肩 の 力 が 抜 け る 。 重 く 考 え る こ と な ん て な い の で は な い か と 思 え て き た 。

普 段 通 り 、 軽 口 の キ ャ ッ チ ボ ー ル を す る み た い に 、 思 い 付 き を 口 に す れ ば い

い 。 そ れ く ら い 気 楽 な 方 が 、 相 手 だ っ て 変 に 緊 張 し な い で 受 け 止 め ら れ る 。

「 な あ 、 無 責 任 な 提 案 を し て も い い か な 」

　 凜 が 怪
け げ ん
訝 な 顔 で 航 大 を 見 る 。

「 無 責 任 な 言 葉 な ら 、 あ ん ま り 聞 き た く な い ん だ け ど 」

「 そ れ な ら 止 め と く よ 」

　 航 大 が あ っ さ り と 引 き 下 が る と 、 凜 は （　 Ⅲ　 ） し て 唇 を 尖
と が

ら せ た 。

「 そ ん な ふ う に 言 わ れ る と 、 却
か え

っ て 気 に な っ ち ゃ う で し ょ 」

「 そ れ じ ゃ あ 、 聞 い て み る ？ 」

　 微
か す

か に 逡
し ゅ ん じ ゅ ん
巡 す る （ 注 ４ ） よ う な 間 を 置 い て か ら 、 凜 が 首 を 縦 に 振 る 。

「 聞 く だ け 聞 い て あ げ る 」

　 航 大 は 頷
う な ず
き 、 天 井 を 見 上 げ る よ う に し て 口 を 開 く 。

「 今 日 の 部 活 、 休 み に し た ら 」

　 期 待 外 れ の 提 案 に 失 望 し た よ う に 、 凜 の 表 情 が 曇 っ た 。

「 そ れ は 無 理 。 た だ で さ え 稽 古 が う ま く い っ て な い の に 、 も う 本 番 は す ぐ そ

こ な ん だ よ 。 休 ん で る 余 裕 な ん て な い っ て 」

「 で も 、 い ま の 状 態 で 稽 古 し た っ て 意 味 が な い ん じ ゃ な い か ？　 部 員 は 現 状

に 満 足 し て い て 、 凜 は そ こ に 注 文 を つ け ら れ な い で い る ん だ ろ 。 そ れ じ ゃ あ
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改 善 の し よ う が な い 」

　 淡 々 と し た 口 調 で 航 大 が 指 摘 す る と 、 凜 は 口 を 閉 ざ し て 俯
う つ む
い た 。 彼 女 自 身 、

そ の こ と は 痛 い ほ ど 理 解 し て い る の だ ろ う 。

「 休 め ば 改 善 す る っ て も の で も な い と 思 う け ど さ 、 俺 の 知 り 合 い の 役 者 さ ん

が 言 っ て た ん だ よ 。 『 適 度 に 休 ま な い と 、 良 い 芝 居 な ん て で き な い 』 っ て 」

　 凜 が 口 を 開 く が 、 言 葉 を 発 す る よ り も 先 に 、 何 か に 気 付 い て 固 ま っ た 。 眉

を ひ そ め て 、 航 大 を 睨
に ら

む 。

「 そ れ 、 私 が 言 っ た 言 葉 で し ょ 」

　 航 大 が 笑 み を 深 め る 。

「 正 解 。 よ く 気 付 い た な 」

　 以 前 こ の 場 所 で 、 彼 女 が 言 っ て い た 言 葉 だ 。 雑 談 の 中 の 軽 口 の ひ と つ だ が 、

間 違 っ て い る と い う こ と も な い だ ろ う 。 休 息 は 大 事 だ 。 陽
ひ

が 出 て い な い と き

に ガ ザ ニ ア が 花 を 閉 じ る の は 、 も ち ろ ん 裏 表 が あ る か ら な ん て 理 由 で は な い 。

そ れ は き っ と 、 余 計 な エ ネ ル ギ ー を 使 わ な い よ う に す る た め だ 。 美 し く 咲 き

続 け る た め に 、 体 を 休 め る 必 要 性 を 知 っ て い る か ら だ 。

「 気 付 く よ 、 そ れ く ら い 。 私 を 馬 鹿 だ と 思 っ て る の ？ 」

「 ま さ か 。 天 才 だ と 思 っ て る よ 」

「 馬 鹿 に し て る で し ょ 」

「 多 少 ね 」

「 そ こ は 噓 で も 否 定 し な さ い よ 」

　 凜 は （　 Ⅲ　 ） し て 眉 根 を 寄 せ る が 、 く だ ら な い や り 取 り に 呆
あ き

れ た よ う に 、

唇 の 端 は 微 か に 吊
つ

り 上 が っ て い た 。 雑 談 に 興 じ て い る と き の 、 い つ も の 調 子

だ 。

　 彼 女 は じ ょ う ろ を シ ン ク の 上 に 置 き 、 思 案 す る よ う に 腕 を 組 む 。

「 休 み ね え 。 休 ん だ と こ ろ で ア レ コ レ 考 え ち ゃ い そ う だ け ど 」

「 ア レ コ レ 考 え れ ば い い さ 。 そ し て 、 今 日 で 結 論 を 出 せ ば い い 。 こ の ま ま 本

番 を 迎 え る の か 、 部 の 皆 に も っ と 良 い も の を 目 指 そ う と 提 案 す る の か 。 結 局

の と こ ろ 、 問 題 は そ こ だ ろ 」

　 凜 は 眉 を 八 の 字 に す る 。
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「 そ れ を 決 め ら れ な い か ら 、 困 っ て る ん だ け ど 」

「 だ か ら 、 決 め る た め に も う 一 度 、 よ く 考 え る ん だ よ 。 大 丈 夫 。 ど ん な 結 論

を 出 そ う と 、 部 員 の 皆 は 受 け 入 れ て く れ る っ て 」

　 無 根 拠 で 無 責 任 な 言 葉 だ な 、 と 航 大 は 自 分 で も 思 う 。 た だ 、 根 拠 は な く て

も 、 自 信 が あ っ た 。 皆 が 凜 を 慕 う の は 、 彼 女 の 優 し さ に 惹
ひ

か れ た か ら だ 。 そ

の 優 し さ は 、 決 し て 演 じ ら れ た も の で は な い 。 人 知 れ ず 自 主 的 に 校 内 の 花 の

世 話 を す る よ う な 女 の 子 が 、 演 技 の 要 求 を す る く ら い の こ と で 、 嫌 わ れ る わ

け が な い 。

「 あ ん た 、 壮 太 く ら い し か う ち の 部 員 に 知 り 合 い い な い で し ょ 」 と 凜 が 唇 を

尖 ら せ る 。

「 そ れ じ ゃ あ 部 員 の こ と を よ く 知 っ て い る 凜 に 訊
き

く け ど 、 演 劇 部 の 皆 さ ん は 、

部 長 に も っ と 上 を 目 指 そ う と 言 わ れ て 、 碌
ろ く

に 話 も 聞 か ず に 不 満 を 口 に す る よ

う な 連 中 な の か ？ 」

「 そ ん な 人 は い な い 、 け ど … … 」

　 凜 は 答 え る が 、 尚
な お

も 不 安 そ う だ っ た 。 一 度 浮 か ん だ 悪 い 想 像 は 、 簡 単 に は

振 り 払 え な い の だ ろ う 。

　 航 大 は 大 袈 裟 な ま で に 背 中 を 反 ら し 、 自 分 の 胸 を ド ン と 叩
た た

い て み せ る 。

「 大 丈 夫 。 ど う し て も 決 め ら れ な い ん だ っ た ら 、 俺 が 決 め て や る か ら 」

「 何 で コ ウ が 決 め る の よ 」 と 凜 が 冷 め た 声 で 言 う 。

「 だ っ て 、 自 分 じ ゃ 決 め ら れ な い ん だ ろ ？　 ど う せ 決 め ら れ な い の な ら 、 俺

が 決 め た っ て い い じ ゃ な い か 」

　 い い わ け な い で し ょ 、 と 凜 が 呆 れ 顔 で か ぶ り を 振 り 、 両 手 を 上 げ て 伸 び を

す る 。 太 陽 か ら 活 力 を も ら う よ う に 、 窓 か ら 射
さ

す 陽 光 を 全 身 で 浴 び る 。

「 あ ー あ 。 何 か 、 あ ん た と ア ホ な 会 話 を し て い た ら 、 色 々 と 悩 ん で い た 自 分

が 馬 鹿 馬 鹿 し く 思 え て き ち ゃ っ た 」

　 や や 芝 居 が か っ た そ の 口 調 は 、 航 大 へ と い う よ り 、 自 分 自 身 を 叱
し っ た
咤 し て い

る よ う に 感 じ ら れ た 。

「 も う 悩 む 必 要 は な い ぞ 。 俺 に 任 せ て お け 」

「 無 責 任 男 を 頼 る つ も り は あ り ま せ ん 」
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　 凜 は （　 Ⅳ　 ） 言 い 放 ち 、 挑 む よ う に 航 大 を 指 差 し て 不 敵 に 笑 っ た 。

「 あ ん た に 決 め ら れ る く ら い な ら 、 自 分 で 決 め る 」

　 航 大 は 笑 顔 で 肩 を 竦
す く

め る 。

「 で き る と い い な 」

「 お か げ 様 で 、 意 地 で も 自 分 で 決 め て や ろ う っ て 気 に な っ た よ 」

　 爽 や か な 笑 顔 を 浮 か べ て 、 凜 は 悪
い た ず ら
戯 っ ぽ く 舌 を 出 す 。 軽 や か に 宣 言 し た そ

の 声 に 、 陰 り の 色 は も う な か っ た 。
（ 真
ま き
紀 涼
り ょ う

介
す け

『 勿
わ す れ な
忘 草
ぐ さ

を さ が し て 』 に よ る ）

注 １　 諦 観 … あ き ら め の 気 持 ち 。

注 ２　 サ ッ� カ ー 部 を 辞 め る 前 ～ 行 動 し て い た 。 … 同 級 生 に 絡 ま れ た 他 校 の 友 人 を か ば っ

た 航 大 は 、 殴 ら れ て 抵 抗 し た 際 に 相 手 に け が を 負 わ せ た 。 正 当 防 衛 は 認 め ら

れ た が 、 サ ッ カ ー 部 に 処 分 が あ る だ ろ う と 顧 問 か ら 言 わ れ 、 大 好 き だ っ た サ ッ

カ ー 部 を 自 主 退 部 し た 。 彼 は 、 そ れ 以 降 や り た い こ と も な く 、 人 の た め に 何

か を し よ う と も 考 え な い 、 鬱
う つ う つ々

と し た 日 々 を 送 っ て い た 。

注 ３　 双 眸 … 二 つ の 瞳 。

注 ４　 逡 巡 す る … た め ら う 。

問 １�　 空 欄 （  Ⅰ  ） ～ （  Ⅳ  ） に 入 る 語 句 の 組 み 合 わ せ と し て 最 も 適 切 な も

の を 、 次 の 1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 た だ し 、 二 か 所 の （  Ⅲ  ） に は

同 じ 語 句 が 入 る 。 解 答 欄 は 、 ア

1　 Ⅰ　 ポ ツ リ と　　 Ⅱ　 ホ ッ と　　 Ⅲ　 ム ッ と　　 Ⅳ　 キ ッ パ リ と

2　 Ⅰ　 ボ ソ ッ と　　 Ⅱ　 ハ ッ と　　 Ⅲ　 ホ ッ と　　 Ⅳ　 ビ シ ッ と

3　 Ⅰ　 ブ ツ ブ ツ と　 Ⅱ　 ム ッ と　　 Ⅲ　 ハ ッ と　　 Ⅳ　 キ ッ と

4　 Ⅰ　 キ ッ と　　　 Ⅱ　 イ ラ ッ と　 Ⅲ　 ボ ソ ッ と　 Ⅳ　 ポ ツ リ と
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問 ２�　 傍 線 部 Ａ 「 薄 っ ぺ ら な 人 間 」 の 説 明 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の

1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 イ

1 �　 意 志 が は っ き り せ ず い つ も ふ ら ふ ら し て い て 、 周 り の 意 見 に 流 さ れ

て ば か り の 中 身 の な い 人 間 の こ と 。

2 �　 周 り が 気 に な っ て あ れ こ れ 悩 む ば か り で 、 自 分 の 信 じ る 通 り に 覚 悟

を 持 っ て 進 む こ と の で き な い 人 間 の こ と 。

3 �　 人 か ら の 評 価 を 気 に し て 、 本 当 は し た い こ と が あ っ た の に 自 分 の 考

え を 捨 て て し ま っ た 人 間 の こ と 。

4 �　 責 任 あ る 立 場 に い る の に 、 考 え る こ と や 判 断 を 周 囲 に 委 ね て し ま う

よ う な 責 任 感 が 足 り な い 人 間 の こ と 。

問 ３�　 傍 線 部 Ｂ 「 口 を 閉 ざ し 、 沈 黙 に 身 を 委 ね た く な っ た 」 と あ る が 、 航

大 の ど の よ う な 気 持 ち を 表 し て い る か 。 説 明 と し て 最 も 適 切 な も の を 、

次 の 1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 ウ

1 �　 相 手 は 誰 か か ら 救 い の 言 葉 を か け て も ら い た い と 望 ん で い る が 、 か

け る の に ふ さ わ し い 言 葉 を ま だ 見 つ け ら れ な い か ら 、 何 も 言 わ ず に 相

手 が 話 す ま で 待 っ て い た い と い う 気 持 ち 。

2 �　 相 手 が 傷 付 い て 一 人 で 悩 ん で い る の を わ か っ て い な が ら か け る 言 葉

は 、 ど う し て も 心 の 傷 を え ぐ る こ と に な る か ら 、 何 も 言 わ ず に こ の 場

か ら 逃 げ た く な っ て い る 気 持 ち 。

3 �　 相 手 が 苦 悩 し て い る 際 に 他 人 が 安 易 に か け る 言 葉 は 、 ど う し て も 当

事 者 で は な い 無 責 任 さ を 伴 う こ と に な っ て し ま う か ら 、 何 も 言 わ ず に

も っ と ゆ っ く り 言 葉 を 選 び た い と い う 気 持 ち 。

4 �　 慰 め の 言 葉 を 拒 絶 し て い る 相 手 に あ え て か け る 言 葉 は 、 触 れ ら れ た

く な い 部 分 に 切 り つ け て 心 を 傷 付 け る こ と に な る か ら 、 何 も 言 わ ず に

そ の ま ま 口 を つ ぐ ん で お き た く な っ て い る 気 持 ち 。
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問 ４�　 傍 線 部 Ｃ 「 そ れ は … … 」 の 「 … … 」 は 口 か ら 出 せ な か っ た 言 葉 だ が 、

あ え て 出 す と す れ ば ど ん な 言 葉 が 入 る と 考 え ら れ る か 。 最 も 適 切 な も

の を 、 次 の 1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 エ

1　 や っ ぱ り た い し た こ と だ か ら 、 私 も す ご い ん だ ね 。

2　 確 か に た い し た こ と だ け ど 、 コ ウ が す る は ず な い で し ょ 。

3　 す ば ら し い こ と か も し れ な い け ど 、 私 は そ う じ ゃ な い ん だ な あ 。

4　 本 当 に 普 通 の こ と だ と 思 う か ら 、 た い し た こ と じ ゃ な い よ 。

問 ５�　 問 題 文 中 に ガ ザ ニ ア を 描 く こ と で 、 ど の よ う な 効 果 が 生 ま れ て い る

か 。 説 明 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の 1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。

解 答 欄 は 、 オ

1 �　 美 し く 咲 く た め に 夜 に 花 を 閉 じ て エ ネ ル ギ ー を た め る ガ ザ ニ ア を 描

く こ と で 、 凜 も 休 息 を 取 れ ば 元 気 が 出 る は ず だ と 思 わ せ る 効 果 。

2 �　 陽 の 下 で は 花 を 開 き 夜 に は 閉 じ る ガ ザ ニ ア の 二 面 性 を 描 く こ と で 、

皆 の 前 で 明 朗 快 活 な ふ り を し て い る 凜 の 偽 り の 姿 を 印 象 づ け る 効 果 。

3 �　 陽 を 浴 び て 元 気 に 花 を 開 く ガ ザ ニ ア を 描 く こ と で 、 凜 を 励 ま す た め

の 活 力 を 太 陽 か ら も ら っ て い る 航 大 の 様 子 を 想 像 さ せ る 効 果 。

4 �　 太 陽 に 向 か っ て ま っ す ぐ 伸 び る ガ ザ ニ ア の 姿 を 描 く こ と で 、 演 劇 の

舞 台 で の 自 信 に 満 ち あ ふ れ た 凜 の 姿 を 連 想 さ せ る 効 果 。



―
　
　
―

31

問 ６�　 凜 に 対 す る 航 大 の 接 し 方 は ど の よ う だ と 言 え る か 。 最 も 適 切 な も の

を 、 次 の 1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 カ

1 �　 嫌 な 気 持 ち に さ せ な い よ う 、 細 心 の 注 意 を 払 っ て 言 葉 を 選 ぶ 、 腫 れ

物 に 触 る よ う な 接 し 方 。

2 �　 心 の 負 担 に な ら な い よ う に い つ も の 距 離 感 を 大 事 に し 、 最 後 は 凜 自

身 が 決 断 で き る よ う に 促 す 接 し 方 。

3 �　 遠 回 し に 指 摘 す る こ と で 、 凜 の プ ラ イ ド を 傷 付 け ず 、 航 大 の 考 え も

悟 ら せ な い よ う に す る 接 し 方 。

4 �　 い つ も 通 り に 明 る く 振 る 舞 う こ と で 、 勝 気 な 凜 か ら 嫌 わ れ な い よ う

に す る 接 し 方 。

問 ７�　 こ の 小 説 に お け る 文 章 表 現 の 特 徴 と し て 適 切 で な い も の

︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴
を 、 次 の

1 ～ 5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 キ

1 �　 テ ン ポ の よ い 会 話 で 物 語 を 進 行 さ せ る こ と で 、 話 を し て い る 二 人 の

関 係 の 良 さ が 伝 わ り や す く な っ て い る 。

2 �　 言 葉 を 二 つ 並 べ た り 、 短 文 を 用 い た り し た こ と で 、 表 現 に リ ズ ム が

生 ま れ て い る 。

3 �　 凜 や 航 大 の 動 作 や 表 情 を 丁 寧 に 述 べ る こ と で 、 心 情 の 変 化 が 伝 わ り

や す く な っ て い る 。

4 �　 直 喩 を 効 果 的 に ち り ば め た こ と で 、 登 場 人 物 の 心 情 や 様 子 が わ か り

や す く 生 き 生 き と 描 き 出 さ れ て い る 。

5 �　 第 三 者 の 視 点 か ら 登 場 人 物 の 言 動 や 考 え 方 を 公 平 に 描 く こ と で 、 読

者 が そ の 是 非 を 判 断 し や す く な っ て い る 。

〔 基 礎 学 力 テ ス ト の 問 題 は 以 上 で す 。 〕




